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Ⅰ 調査概要 

 

（１）調査目的  

保育士不足の実態や保育現場の職場環境の実態、保育士として働くことへの不安や職場に望む

ことなど、幅広く実態を把握し、滋賀県の今後の効果的な保育人材確保の取組につなげるための

基礎資料を得ることを目的に実施した。 

 

（２）調査設計 

① 調査地域：滋賀県内全域 

② 調査対象 

調査の種類 調査の対象 

〔１〕保育施設調査 県内に所在する保育事業者415施設 

〔２〕現任保育士調査 県内保育施設に勤務する現任保育士8,682人 

〔３〕潜在保育士調査 無職または他の仕事に就いている保育士登録者464人 

〔４〕保育士養成施設調査 県内に所在する保育士養成施設５施設 

〔５〕保育士養成施設学生調査 県内の保育士養成施設に通う学生734人 

③ 調査方法：郵送配布、郵送回収 

④ 調査期間：令和元年11月８日（金）から令和元年11月20日（水） 

 

（３）回収結果 

区分 配付数 有効回答数 有効回答率 

〔１〕保育施設調査 415 件 245 件 59.0％ 

〔２〕現任保育士調査 8,682 件 4,972 件 57.3％ 

〔３〕潜在保育士調査 464 件 208 件 44.8％ 

〔４〕保育士養成施設調査 5 件 5 件 100.0％ 

〔５〕保育士養成施設学生調査 734 件 468 件 63.8％ 

 

（４）調査結果の見方 

①回答は、各質問の回答者数（ｎ）を基数とした百分率（％）で示し、小数点第２位を四捨五入

した。（比率の合計が 100.0％にならない場合がある。） 

②図表上の「ＭＡ％」という表記は複数回答（Multiple Answer の略）の、また、「ＬＡ％」と

いう表記は制限つき複数回答（Limited Answer の略）の意味である。 

③コンピュータ入力の都合上、図表において、回答選択肢の見出しを簡略化している場合がある。 

④図表において、回答選択肢を簡略化して表記している場合がある。  
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Ⅱ 調査結果の概要① 

＊１＋保育施設調査  ＊２＋現任保育士調査 ＊３＋潜在保育士調査 

 

 １  回答者の属性 

◆保育施設調査 

●施設の種類は、「私立保育所」が最も多く、次いで「公立保育所」が多い 

●職種別職員数は、『保育士（資格あり）』と『栄養士・管理栄養士』は「正規」の割合が多い

が、それ以外の職種では「非正規」の割合が多い 

 

■施設の種類 

 

 

 

 

 

 

 

■職種別職員（実人数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.3 30.6 12.7 11.0 13.9 6.5 

0.4 

1.6 
施設

(n=245)

(%)
0 20 40 60 80 100

公立保育所 私立保育所

公立幼保連携型認定こども園

私立幼保連携型認定こども園

小規模保育事業所（地域型保育） 家庭的保育事業所

（地域型保育）
事業所内保育事業所

（地域型保育）

無回答

48.7 

4.3 

0.0 

16.5 

69.9 

27.4 

38.4 

13.1 

2.5 

8.8 

0.0 

1.8 

3.5 

6.7 

4.1 

6.6 

18.4 

13.4 

42.9 

51.4 

13.3 

29.0 

22.6 

27.7 

30.5 

73.5 

57.1 

30.3 

13.3 

36.9 

34.9 

52.6 

保育士（資格あり）

保育職員（資格なし）

保健師

看護師

栄養士・管理栄養士

調理員

事務職員

その他職員

(%)
0 20 40 60 80 100

正規（常勤）

正規（非常勤）

非正規（常勤） 非正規（非常勤）
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◆現任保育士調査 

●年齢は 20歳代が最も多く、次いで 40歳代、30 歳代が多い 

●性別は、女性が 95％を占める 

●子どもがいる人は約６割で、末子の年齢は「16 歳以上」が最も多く、次いで「０～６歳」が

多い 

 

■年齢 

 

 

 

 

■性別 

 

 

 

 

 

■子どもの有無 

 

 

 

 

 

■子どもの人数 

 

 

 

 

 

■末子の年齢 

 

 

 

 

 

  

2.5 

95.4 2.1 
現任保育士
(n=4,972)

(%)
0 20 40 60 80 100

男性 女性 無回答

26.2 23.2 23.3 17.7 8.0 1.6 
現任保育士
(n=4,972)

(%)
0 20 40 60 80 100

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳以上

無回答

31.4 59.2 9.4 
現任保育士
(n=4,972)

(%)
0 20 40 60 80 100

いない いる 無回答

16.2 51.4 28.1 

3.2 

1.0 
現任保育士
(n=2,944)

(%)
0 20 40 60 80 100

１人 ２人 ３人

４人以上

無回答

24.5 17.6 8.1 39.8 10.0 
現任保育士
(n=2,944)

(%)
0 20 40 60 80 100

０～６歳 ７～12歳 13～15歳 16歳以上 無回答
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◆潜在保育士調査 

●年齢は 30歳代が最も多く、次いで 40歳代が多い 

●性別は、女性が約 96％を占める 

●子どもがいる人は約８割で、末子の年齢は「０～６歳」が最も多い 

 

■年齢 

 

 

 

 

■性別 

 

 

 

 

 

■子どもの有無 

 

 

 

 

 

■子どもの人数 

 

 

 

 

■末子の年齢 

 

 

 

 

 

 

  

8.2 35.1 33.7 19.2 

2.9 

1.0 
潜在保育士

(n=208)

(%)
0 20 40 60 80 100

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳以上

無回答

2.9 

96.2 1.0 
潜在保育士

(n=208)

(%)
0 20 40 60 80 100

男性 女性 無回答

12.4 82.9 4.7 
潜在保育士

(n=129)

(%)
0 20 40 60 80 100

いない いる 無回答

20.6 52.3 23.4 

3.7 

0.0 
潜在保育士

(n=107)

(%)
0 20 40 60 80 100

１人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

42.1 17.8 10.3 17.8 12.1 
潜在保育士

(n=107)

(%)
0 20 40 60 80 100

０～６歳 ７～12歳 13～15歳 16歳以上 無回答
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 2  人員に関すること 

 

◆理想の保育を行うために不足している保育士の数（保育施設） 

●園児の年齢が低いほど不足している割合が高い傾向にある 

 

■不足している保育士数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.5 

64.9 

67.3 

70.6 

77.1 

78.8 

79.2 

70.2 

63.7 

1.2 

11.4 

12.2 

11.0 

3.7 

4.9 

5.7 

6.5 

5.3 

11.0 

16.3 

12.7 

9.8 

11.0 

9.0 

7.8 

11.8 

15.9 

9.8 

2.4 

1.2 

3.3 

2.4 

2.9 

2.4 

4.5 

6.5 

5.7 

0.4 

1.2 

0.0 

0.8 

0.0 

0.4 

1.2 

2.0 

6.1 

0.0 

0.8 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.4 

15.1 

0.0 

0.0 

0.4 

0.4 

0.0 

0.0 

1.2 

1.6 

4.5 

4.5 

4.5 

4.5 

4.5 

4.5 

4.5 

4.5 

4.5 

合計

０歳児

１歳児

２歳児

３歳児

４歳児

５歳児

加配

その他・フリー

(%)
0 20 40 60 80 100

不足なし（0.0人以上）
0.1～1.0人未満の不足

1.0～2.0人未満の不足

2.0～3.0人未満の不足

3.0～4.0人未満の不足

4.0～5.0人未満の不足

5.0人以上の不足 無回答施設(n=245)
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◆過去３年間の保育士数の状況について（保育施設） 

●現在施設で働く保育士の人数は、非正規（非常勤）の割合が尐しずつ増えている 

●過去３年間の退職者をみると、非正規（非常勤）の割合が年々増えている 

●退職者の約半数は、勤務年数が３年未満である 

 

 

■過去３年間の雇用形態別の保育士の内訳（実人数ベース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■過去３年間の退職者の内訳（実人数ベース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■退職者の勤務年数別比率（実人数ベース） 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.7 

17.2 

18.3 

38.4 

30.8 

31.9 

19.8 

16.7 

17.0 

11.9 

9.1 

11.4 

8.2 

9.9 

8.1 

5.7 

9.1 

7.9 

3.5 

3.7 

3.0 

1.9 

3.4 

2.5 

平成28年度

平成29年度

平成30年度

(%)
0 20 40 60 80 100

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満

５年以上７年未満
７年以上

10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上

51.6 

50.6 

50.0 

48.4 

49.4 

50.0 

平成28年度

平成29年度

平成30年度

(%)
0 20 40 60 80 100

正規 非正規

41.8 

39.7 

36.4 

58.2 

60.3 

63.6 

(%)
0 20 40 60 80 100

うち常勤 うち非常勤

非正規の内訳

48.5 

47.1 

45.2 

51.5 

52.9 

54.8 

平成28年度

平成29年度

平成30年度

(%)
0 20 40 60 80 100

正規 非正規

40.1 

46.2 

31.9 

59.9 

53.8 

68.1 

(%)
0 20 40 60 80 100

うち常勤 うち非常勤

非正規の内訳
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◆望ましい法令上の配置基準について（保育施設） 

●１人の保育士が担当する子どもの人数は、現行の配置基準より尐ない人数を希望する意見が

多い 

 

■望ましいと思う配置基準   ０歳 

 

現行の配置基準 

０歳 ３人 

 

 

               １歳 

現行の配置基準 

１歳 ６人 

 

 

               ２歳 

現行の配置基準 

２歳 ６人 

 

 

               ３歳 

現行の配置基準 

３歳 20 人 

 

 

               ４歳 

現行の配置基準 

４歳 30 人 

 

 

               ５歳 

現行の配置基準 

５歳 30 人 

  

10.2 9.4 50.2 11.8 18.4 
施設

(n=245)

(%)
0 20 40 60 80 100

１～５人 ６～10人 11～15人 16～20人 無回答

6.5 43.3 38.0 12.2 
施設

(n=245)

(%)
0 20 40 60 80 100

１人 ２人 ３人 無回答

9.4 53.9 21.6 15.1 
施設

(n=245)

(%)
0 20 40 60 80 100

１～２人 ３～４人 ５～６人 無回答

9.8 16.3 62.0 11.8 
施設

(n=245)

(%)
0 20 40 60 80 100

１～２人 ３～４人 ５～６人 無回答

8.6 

1.2 

5.3 22.4 19.6 23.3 19.6 
施設

(n=245)

(%)
0 20 40 60 80 100

１～５人

６～10人 11～15人

16～20人 21～25人 26～30人 無回答

7.3 

1.2 

8.2 33.1 15.5 11.8 22.9 
施設

(n=245)

(%)
0 20 40 60 80 100

１～５人

６～10人

11～15人 16～20人 21～25人 26～30人 無回答
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◆採用に関すること（保育施設） 

●募集に対し応募が尐なかった雇用形態については、「新卒の正規」が最も多い 

●施設が求めるスタッフの雇用形態について、新卒では「常勤スタッフ」が、新卒以外では「早

番・遅番ができるスタッフ」が最も多い 

●利用している求人手段は、「ハローワーク」が最も多く、次いで「知人・友人の紹介」が多い 

●効果が高いと評価する求人手段は、『人材派遣・紹介会社に依頼』、『友人・知人の紹介』 

●効果が低いと評価する求人手段は、『県の人材バンクからの情報提供』、『自施設・自社の掲示

板またはＨＰ』 

●保育士の採用に困難を感じている施設は７割となっている 

 

■応募が尐なかった雇用形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施設が求めるスタッフの雇用形態 

 

  

46.9 

55.1 

19.2 

22.4 

25.7 

20.8 

17.6 

0.8 

23.7 

0 20 40 60 80

常勤スタッフ

早番・遅番ができるスタッフ

正職員の休暇代替スタッフ

正職員の休業代替スタッフ
（例：産休、病休）

担任補助・加配

職員の休憩・事務作業時間を確保
するためのスタッフ

非常勤スタッフ

その他

無回答

(3LA%)

(２)新卒以外での採用

69.4 

42.0 

8.6 

12.2 

16.3 

5.3 

3.7 

0.0 

23.7 

020406080
(3LA%)

施設(n=245)

(１)新卒での採用

70.8 

25.8 

11.2 

32.6 

32.6 

20.2 

0 20 40 60 80

新卒の正規

新卒の非正規（常勤）

新卒の非正規（非常勤）

新卒以外の正規

新卒以外の非正規（常勤）

新卒以外の非正規（非常勤）

(MA%)
施設(n=89)
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■利用している求人手段 

 

 

 

■保育士の採用に困難を感じているか 

 

 

 

 

 

 

  

10.2 

10.0 

9.0 

6.0 

2.9 

9.9 

18.5 

9.0 

20.4 

11.1 

35.7 

27.7 

40.0 

23.4 

26.2 

18.8 

19.7 

50.0 

28.0 

43.8 

38.1 

35.7 

31.9 

26.0 

38.7 

38.1 

34.8 

42.3 

14.8 

32.0 

23.4 

38.1 

7.1 

25.9 

22.0 

25.2 

26.2 

40.6 

19.7 

16.7 

24.0 

6.6 

7.9 

14.3 

4.2 

2.0 

3.6 

3.6 

2.9 

8.5 

0.0 

7.0 

5.8 

4.8 

7.1 

(n=166)

(n=50)

(n=111)

(n=84)

(n=69)

(n=71)

(n=54)

(n=100)

(n=137)

(n=63)

(n=14)

(%)
0 20 40 60 80 100

高い やや高い やや低い 低い 無回答

(２)効果に対する評価

67.8 

20.4 

45.3 

34.3 

28.2 

29.0 

22.0 

40.8 

55.9 

25.7 

5.7 

19.6 

020406080100

ハローワーク

求人広告

県内の保育士養成施設への求人

県外の保育士養成施設への求人

県の人材バンクからの情報提供

自施設・自社の掲示板またはＨＰ

人材派遣・紹介会社に依頼

就職説明会

友人・知人の紹介

退職した職員への情報提供

その他

無回答

(MA%)

(１)利用しているもの

施設(n=245)

70.6 9.8 19.6 
施設

(n=245)

(%)
0 20 40 60 80 100

はい いいえ 無回答
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 ３  保育士の労働環境等について 

◆労働環境について（現任保育士） 

●現在の雇用形態は、「正職員」が最も多く、次いで「パート・アルバイト」が多い 

●１週あたりの残業時間は、「週１時間未満」が最も多く、次いで「週１～４時間未満」が多い 

●有給休暇の取得状況は、「半分未満しか取れない」が最も多い 

●昼休憩等の休憩時間の取得状況は、約４分の１の人が「ほぼ取れない」状態である 

 

■現在の雇用形態    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１週あたりの残業時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■有給休暇の取得状況 

 

 

 

 

 

■昼休憩等の休憩時間の取得状況 

 

 

 

  

39.9 

25.0 

12.5 

9.1 

3.5 

1.2 

8.7 

0 10 20 30 40 50

週１時間未満

週１～４時間未満

週４～８時間未満

週８～12時間未満

週16～20時間未満

週20時間以上

無回答

(%)

現任保育士(n=4,972)

20.2 17.1 15.7 14.2 23.9 8.8 
現任保育士
(n=4,972)

(%)
0 20 40 60 80 100

ほぼ完全に取れている

８割以上

５割程度

取れないことの方が多い

ほぼ取れない 無回答

23.8 21.4 46.2 

2.0 

6.6 
現任保育士
(n=4,972)

(%)
0 20 40 60 80 100

ほぼ完全に消化している

半分以上取れている

半分未満しか取れない

そもそも認められない

無回答

50.2 

1.1 

34.6 

7.0 

0.6 

5.7 

0.8 

0 20 40 60

正職員（短時間正職員を除く）

短時間正職員

パート・アルバイト

嘱託

派遣社員

その他

無回答

(%)

現任保育士(n=4,972)
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◆給与に関すること（現任保育士） 

●年収は「200～300 万円未満」の人が最も多い 

●給与の妥当性については、「やや安いと思う」「安いと思う」で７割近くを占めている 

●給与が安いと思う理由は、「仕事の量が多い」が最も多い 

●労働環境の不満は、「給与」が最も多く、「休日・休暇取得」「仕事内容」「仕事の責任の重さ」

が続く 

 

■給与 年収ベース（総支給額）          ■勤務内容に比べた現在の給与の妥当性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■給与が安いと思う理由               

 

 

 

 

 

 

                                          （上位５項目） 

 

■労働環境についての不満 

 

 

 

 

 

 

 

                                          （上位７項目） 

47.6 

34.7 

18.8 

12.7 

12.7 

9.5 

9.0 

6.3 

0.5 

0 10 20 30 40 50

仕事の量が多い

責任が重い

生計を維持するのに足りない

職務内容のレベルが高い

体力的にきつい

保護者との対応が大変

勤務時間が長い

その他

無回答

(MA%)

現任保育士(n=3,341)

52.5 

22.4 

20.6 

19.9 

17.7 

12.9 

8.8 

7.9 

7.6 

7.3 

6.8 

4.7 

4.7 

4.4 

3.9 

2.6 

1.7 

4.2 

11.3 

4.0 

0 20 40 60

給与

休日・休暇取得

仕事内容

仕事の責任の重さ

職場内の人間関係

勤務時間

事故への不安

保護者への対応

勤務施設の環境

勤め先での将来への展望が見えない

雇用形態

年度途中で長期休暇・退職ができない

パソコン操作についていけない

勤め先の理念・方針

教育・研修体制

通勤時間

職場内で相談できる相手がいない

その他

特に不満はない

無回答

(MA%)
現任保育士(n=4,972)

15.4 

27.7 

30.2 

13.3 

6.2 

4.2 

0.7 

2.3 

0 10 20 30 40

103万円未満

103～200万円未満

200～300万円未満

300～400万円未満

400～500万円未満

500～700万円未満

700万円以上

無回答

(%)
現任保育士(n=4,972)

0.2 

1.1 

24.8 

31.4 

35.8 

4.2 

2.5 

0 10 20 30 40

高いと思う

やや高いと思う

妥当と思う

やや安いと思う

安いと思う

わからない

無回答

(%)
現任保育士(n=4,972)

w307755
長方形

w307755
テキストボックス
(3LA%)
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 4  各園や各個人が行っている取組等 

◆保育士定着のための保育施設の取組、求める支援等（保育施設） 

●保育施設が現在取り組んでいることは、「職場のなごやかな雰囲気づくり」が最も多く、「休

暇を取得しやすい環境の整備」「職員間のミーティングの充実」が続く 

●今後取り組みたいことは、「書類作成の軽減、事務作業の効率化」が最も多く、「給与水準の

引き上げ」「労働時間の短縮」が続く 

●保育士の安定的な雇用のために望む公的支援については、「職員の給与改善に関する公的支援

の充実」が最も多く、「保育士の社会的評価を高める取組」「加配職員雇用のための支援の充

実」が続く 

 

■保育士の職場定着のために 

取り組んでいること 

 

 

 

 

 

 

（上位７項目） 

■保育士の職場定着のために 

今後取り組みたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

（上位７項目） 

■保育士の安定的な雇用のために 

望む公的支援 

 

 

 

 

 

 

（上位７項目）  

78.0 

64.1 

58.8 

51.4 

40.4 

39.2 

38.4 

37.1 

34.3 

34.3 

33.1 

28.6 

27.8 

26.9 

24.5 

22.4 

22.0 

18.4 

5.7 

0.0 

1.2 

5.7 

0 20 40 60 80

職場のなごやかな雰囲気づくり

休暇を取得しやすい環境の整備

職員間のミーティングの充実

施設内研修内容の充実

書類作成の軽減、事務作業の効率化

給与水準の引き上げ

キャリアアップの仕組みの構築

クレーム対応体制の整備

職員の子育て支援体制の充実

施設外研修受講環境の改善

労働時間の短縮

福利厚生の充実

相談窓口の設置

メンタルヘルス対策

パワーハラスメント防止策の充実

給与体系の構築

セクシャルハラスメント防止策の充実

社会的な評価の向上

腰痛対策

その他

特にない

無回答

(MA%)
施設(n=245)

51.8 

38.4 

35.5 

35.1 

33.5 

32.2 

30.2 

29.8 

28.6 

27.8 

27.3 

26.5 

26.1 

25.7 

21.6 

21.6 

21.2 

18.8 

18.0 

0.8 

0.4 

13.5 

0 20 40 60

書類作成の軽減、事務作業の効率化

給与水準の引き上げ

労働時間の短縮

メンタルヘルス対策

休暇を取得しやすい環境の整備

職員の子育て支援体制の充実

福利厚生の充実

給与体系の構築

施設内研修内容の充実

職員間のミーティングの充実

施設外研修受講環境の改善

腰痛対策

キャリアアップの仕組みの構築

社会的な評価の向上

パワーハラスメント防止策の充実

職場のなごやかな雰囲気づくり

クレーム対応体制の整備

相談窓口の設置

セクシャルハラスメント防止策の充実

その他

特にない

無回答

(MA%)
施設(n=245)

75.1 

49.0 

43.3 

38.4 

31.0 

30.2 

29.0 

26.9 

21.2 

18.8 

11.0 

10.6 

4.5 

4.1 

11.0 

0 20 40 60 80

職員の給与改善に関する公的支援の充実

保育士の社会的評価を高める取組

加配職員雇用のための支援の充実

保育士の人材バンクの充実

社会保険・雇用保険の事業主負担の軽減

教育・研修制度の充実

非正規から正規への雇用を安定的に継続する

正規と非正規の均衡（均等）待遇の促進

保育・介護サービスなどの福祉制度の充実

教育訓練に関する助成金制度の充実

助成金や法令等のＰＲ・解説の充実

相談支援体制の充実

技術・技能評価制度の整備

その他

無回答

(MA%)
施設(n=245)
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◆自己研鑽の取組について（現任保育士） 

●現在自己研鑽のために取り組んでいることは、「自施設内の研修への参加」が最も多く、「自

治体や保育関連団体等が行う研修や講演会等への参加」が続く 

●今後取り組みたいことは、「他の施設の研修への参加」が最も多く、次いで「自治体や保育関

連団体等が行う研修や講演会等への参加」が続く 

 

■現在、自己研鑽のために取り組んでいること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後、自己研鑽のために取り組みたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

53.3 

41.5 

34.7 

31.2 

17.5 

6.7 

6.1 

1.6 

12.3 

8.0 

0 20 40 60

自施設内の研修への参加

自治体や保育関連団体等が行う研修や講演会等への参加

他の施設の研修への参加

専門書等での自主的な勉強

キャリアアップ、昇進

先進的な取組を行う他の施設への見学

パソコンに関する技術の習得

その他

特にない

無回答

(MA%)
現任保育士(n=4,972)

33.1 

31.3 

31.0 

29.5 

29.5 

27.6 

19.8 

2.0 

5.5 

15.1 

0 20 40 60

他の施設の研修への参加

自治体や保育関連団体等が行う研修や講演会等への参加

先進的な取組を行う他の施設への見学

パソコンに関する技術の習得

専門書等での自主的な勉強

自施設内の研修への参加

キャリアアップ、昇進

その他

特にない

無回答

(MA%)

現任保育士(n=4,972)
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 ５  情報通信技術（ＩＣＴ）の活用について 

◆保育施設の情報通信技術（ＩＣＴ）の活用状況（保育施設） 

●情報通信技術（ＩＣＴ）の導入を望むかについては、「導入したい」と「すでに導入している」

がそれぞれ３割となっている 

●すでに導入している施設での導入の効果については、「手書きでの書類作成が削減できた」が

最も多く、「計算業務が自動化できた」が続く 

●パソコン等を活用している事務業務は、「園だより等配布物の作成」が最も多く、次いで「保

護者への一斉配信メール」「教育・保育課程の編成」が続く 

●今後パソコン等を活用したい事務業務は、「児童表の作成」が多く、「年間指導計画の作成」

「月の指導計画の作成」が続く 

 

■情報通信技術（ＩＣＴ）の導入を望むか 

 

 

 

 

 

■導入の効果 

 

 

 

 

 

 

（上位５項目） 

 

 

■パソコン等を活用している事務業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上位７項目） 

  

31.0 

2.0 

29.8 4.9 31.4 0.8 
施設

(n=245)

(%)
0 20 40 60 80 100

導入したい

導入したいと思わない

どちらともいえない

わからない

すでに導入している 無回答

64.9 

46.8 

36.4 

26.0 

23.4 

19.5 

19.5 

14.3 

14.3 

6.5 

6.5 

1.3 

2.6 

5.2 

0 20 40 60 80

手書きでの書類作成が削減できた

計算業務が自動化できた

情報管理のフォーマット（様式・書類）が一律で見やすくなった

保育士同士の情報共有がしやすくなった

紙媒体の管理が尐なくなった

保護者との情報共有がしやすくなった

登園降園管理等での電話対応が減った

事務の簡素化により、時間外勤務が減った

仕事の質を向上させるための工夫を保育士が考える時間が増えた

保育士の勤労意欲（モチベーション）が向上した

保育士間の情報の一元管理により業務ミスが減尐した

その他

特に効果はみられない

無回答

(MA%)
施設(n=77)

69.8 

64.9 

61.6 

60.4 

59.6 

54.3 

53.1 

52.7 

52.2 

52.2 

44.9 

40.4 

38.4 

31.4 

27.8 

22.9 

22.9 

22.4 

20.4 

19.6 

18.8 

18.4 

17.6 

12.2 

10.6 

7.8 

5.7 

10.6 

0 20 40 60 80

園だより等配布物の作成

保護者への一斉配信メール

教育・保育課程の編成

年間指導計画の作成

財務会計（集金）管理

行事計画の作成

施設のホームページ作成

月の指導計画の作成

職員の勤務状況管理

給与計算

写真や動画の管理・販売

栄養管理

個別指導計画の作成

職員会議記録の作成

週案の作成

日案の作成

子どもの登降園の管理

職員間の情報共有

活動計画・記録の管理

施設内のＰＣをつなぐネットワーク

子どもの個人記録の作成

児童表の作成

保育日誌の作成

子どもの健康管理票の作成

午睡チェック

社用（公用）車の運行管理

連絡帳の作成

無回答

(MA%)
施設(n=245)
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■パソコン等を活用したい事務業務 

 

 

 

 

 

 

 

（上位７項目） 

 

 

◆パソコン等の活用状況（現任保育士） 

●勤務先でのパソコンの使用状況は、「自由に使用できている」が最も多い一方、４分の１ほど

の人は『待ち時間がある』状態である。 

●パソコン等を活用している事務業務は、「園だより等配布物の作成」が最も多く、次いで「年

間指導計画の作成」「月の指導計画の作成」が続く 

●パソコン等を活用したい事務業務は、「月の指導計画の作成」が最も多く、次いで「児童表の

作成」「個別指導計画の作成」が続く 

 

■パソコンの使用状況 

 

 

 

 

 

■パソコン等を活用している事務業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上位７項目） 

  

30.6 

27.3 

26.5 

25.3 

25.3 

25.3 

24.5 

24.5 

23.7 

23.7 

23.7 

20.8 

20.8 

20.8 

20.4 

19.6 

19.6 

18.0 

17.6 

17.1 

17.1 

13.5 

12.7 

9.8 

8.6 

8.2 

5.3 

22.0 

0 10 20 30 40

児童表の作成

年間指導計画の作成

月の指導計画の作成

個別指導計画の作成

午睡チェック

保護者への一斉配信メール

週案の作成

職員の勤務状況管理

保育日誌の作成

子どもの個人記録の作成

子どもの登降園の管理

教育・保育課程の編成

職員間の情報共有

子どもの健康管理票の作成

日案の作成

行事計画の作成

活動計画・記録の管理

園だより等配布物の作成

職員会議記録の作成

財務会計（集金）管理

施設のホームページ作成

栄養管理

写真や動画の管理・販売

給与計算

連絡帳の作成

施設内のＰＣをつなぐネットワーク

社用（公用）車の運行管理

無回答

(MA%)
施設(n=245)

43.4 23.3 4.1 8.5 20.7 
現任保育士
(n=4,972)

(%)
0 20 40 60 80 100

自由に使用できている 尐し待ち時間がある

かなり待ち時間がある 園では使用できない

無回答

45.7 

39.3 

36.6 

34.2 

30.7 

28.6 

27.4 

27.3 

20.7 

20.0 

19.8 

18.0 

18.0 

17.3 

16.2 

15.3 

14.9 

12.8 

12.8 

12.3 

10.4 

9.1 

7.7 

6.8 

6.4 

4.1 

3.1 

9.5 

22.6 

0 10 20 30 40 50

園だより等配布物の作成

年間指導計画の作成

月の指導計画の作成

保護者への一斉配信メール

写真や動画の管理・販売

教育・保育課程の編成

行事計画の作成

個別指導計画の作成

施設のホームページ作成

職員の勤務状況管理

週案の作成

子どもの個人記録の作成

職員会議記録の作成

児童表の作成

給与計算

日案の作成

子どもの登降園の管理

財務会計（集金）管理

活動計画・記録の管理

保育日誌の作成

職員間の情報共有

午睡チェック

子どもの健康管理票の作成

施設内のＰＣをつなぐネットワーク

栄養管理

連絡帳の作成

社用（公用）車の運行管理

その他

無回答

(MA%)

現任保育士(n=4,972)
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■パソコン等を活用したい事務業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上位７項目）  

28.2 

25.2 

25.0 

23.6 

22.4 

20.8 

20.5 

18.8 

17.9 

16.8 

16.6 

16.5 

16.2 

14.9 

13.9 

12.4 

12.4 

12.2 

12.1 

9.8 

8.7 

8.5 

8.4 

6.1 

5.8 

4.8 

3.6 

7.2 

38.7 

0 10 20 30 40 50

月の指導計画の作成

児童表の作成

個別指導計画の作成

年間指導計画の作成

園だより等配布物の作成

子どもの個人記録の作成

週案の作成

行事計画の作成

教育・保育課程の編成

日案の作成

写真や動画の管理・販売

保育日誌の作成

保護者への一斉配信メール

職員会議記録の作成

子どもの登降園の管理

活動計画・記録の管理

職員の勤務状況管理

職員間の情報共有

午睡チェック

子どもの健康管理票の作成

給与計算

施設のホームページ作成

財務会計（集金）管理

連絡帳の作成

施設内のＰＣをつなぐネットワーク

栄養管理

社用（公用）車の運行管理

その他

無回答

(MA%)

現任保育士(n=4,972)
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 ６  今後の就業意向、転職、再就職について 

◆今後の就業意向（現任保育士） 

●今後の就業意向については、「現在の施設で保育士として働き続けたい」が最も多い。一方転

職を希望する人が約２割いる 

●現在の施設で保育士として働きたい理由は、「通勤が便利」が最も多く、次いで「職場の人間

関係がよい」「勤務時間が希望に合っている」が多い 

●転職・退職を希望する理由は、「給料に不満」が最も多く、次いで「仕事量が多く、身体的な

負担が大きい」「休暇が取れない・取りづらい」が続く 

 

 

■今後の就業意向 

 

 

 

 

 

 

■現在の施設で働きたい理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      （上位７項目） 

 

■現在の施設で働きたくない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     （上位７項目）  

63.8 

49.6 

39.8 

31.7 

20.8 

13.8 

13.7 

12.8 

9.5 

9.4 

8.4 

8.1 

6.7 

5.0 

3.7 

3.4 

2.5 

7.7 

0.5 

0 20 40 60 80

通勤が便利

職場の人間関係がよい

勤務時間が希望に合っている

休暇が取りやすい

子育て中の職員への配慮がある

保護者との関係が良好である

保育理念、方針が自分の考えと一致している

福利厚生が充実している

給与が希望に合っている

保育士配置が充実している

定年後も働ける仕組みがある

時間外勤務を軽減する体制がある

キャリアアップの機会がある

教育・研修体制が充実している

メンタル面でのケアが充実している

仕事に関する相談支援体制が充実している

事故予防や安全対策が充実している

その他

無回答

(MA%)

現任保育士(n=2,812)

42.6 

42.4 

33.9 

25.6 

25.4 

25.4 

23.9 

23.3 

23.1 

19.3 

17.4 

16.2 

14.1 

9.9 

9.6 

9.3 

8.0 

5.1 

4.1 

2.7 

2.7 

2.6 

1.8 

1.3 

1.0 

0.6 

0.5 

9.5 

0.9 

0 10 20 30 40 50

給料に不満

仕事量が多く、身体的な負担が大きい

休暇が取れない・取りづらい

責任の重さ･命を預かることへの不安がある

出産・子育て・家事・介護など家庭と両立が困難

時間外勤務が多い

自分の適性・能力への不安

（保育士以外の）他の職種への興味・関心

本人の健康面や体力面に不安がある

職場の人間関係がよくない

勤務時間に不満

他施設への興味

雇用形態に不満

自宅から遠い

保育の理念・方針が自分の考えと合わないため

保育士に抱いていた理想と現実が違っていた

近い将来結婚、出産を控えている

家族の健康問題や介護のため

キャリアアップの機会がないため

教育・研修体制が充実していない

雇用期間が満了するため

定年退職のため

保護者との関係が良くない

家族の理解が得られない

急いで仕事に就く必要がない

子どもを預けることができない

進学のため

その他

無回答

(MA%)

現任保育士(n=1,043)

56.6 9.2 10.4 

1.4 

8.8 13.6 
現任保育士
(n=4,972)

(%)
0 20 40 60 80 100

現在の施設で保育士として

働き続けたい

他施設で保育士として

働きたい

保育士以外の仕事で働きたい

仕事はしない

未定 無回答
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◆保育に関する仕事を退職した経験がある人について（現任保育士） 

●直近の勤務先を退職した理由は、「出産・育児のため」が最も多く、次いで「結婚のため」「職

場の人間関係がよくないから」が続く 

●現在の職場を探すのに重視した条件は、上位３項目でみると「勤務地・通勤時間」が最も多

く、次いで「労働時間」「雇用形態」が続く。最も重視する項目では「勤務地・通勤時間」が

最も多い 

 

■直近の勤務先を退職した理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上位７項目） 

 

 

■現在の職場を探すのに重視した条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.6 

18.6 

17.3 

14.0 

12.1 

11.9 

11.5 

10.2 

10.0 

9.6 

9.2 

6.4 

6.3 

4.6 

3.3 

3.2 

2.7 

2.5 

2.3 

1.1 

0.4 

0.4 

15.0 

4.6 

0 10 20 30

出産・育児のため

結婚のため

職場の人間関係がよくないから

給与に不満があるため

休暇が取れない・取りづらいため

身体的な負担が大きいため

時間外勤務が多いため

保育の理念・方針が自分の考えと合わなかった

他施設への興味

通勤が困難なため

雇用期間が満了するため

本人の健康問題のため

責任の重さ･事故への不安があるため

家族の健康問題・介護のため

保育士に向かないのではないかと感じたため

保育士に抱いていた理想と現実が違っていた

教育・研修体制が充実していないため

キャリアアップの機会がないため

他分野（保育以外）への興味

定年退職のため

進学のため

保護者との関係が良くないため

その他

無回答

(MA%)
現任保育士(n=2,708)

42.6 

58.7 

74.6 

60.9 

18.1 

20.2 

5.2 

020406080
(3LA%)

現任保育士(n=2,708)
上位３項目

10.3 

17.9 

40.5 

15.5 

2.7 

7.8 

5.2 

0 20 40 60 80

賃金

雇用形態

勤務地・通勤時間

労働時間

休暇の取りやすさ

保育方針

無回答

(%)

最も重視する項目



19 

 

◆保育士としての再就職の意向（潜在保育士） 

●保育士としての勤務経験がある潜在保育士が直近の就業先を退職した理由は、「出産・育児の

ため」が最も多く、次いで「結婚のため」「職場の人間関係がよくないから」が続く 

●今後の就業意向については、「保育士として働きたい」が４割程度となっている 

●保育士としての就業希望がない理由は、「給料に不満」が最も多く、次いで「出産・子育て・

家事・介護など家庭との両立が困難」が続く 

●保育士として働きたい方が職場を探す際に重視する条件は、上位３項目では「労働時間」が

最も多く、次いで「雇用形態」「勤務地・通勤時間」が続く 

●保育士として働きたい方が希望する雇用形態は、「パート・アルバイト」が最も多い 

●再就職に際して最も不安に思うことは、「家事・子育てと仕事の両立」が最も多く、次いで「職

場の人間関係」「給与や労働条件等、待遇面」が続く 

 

■保育士の勤務経験がある潜在保育士が直近の就業先を退職した理由 

 

 

 

 

 

 

（上位７項目） 

 

 

■今後の就業意向 

 

 

 

 

 

■保育士としての就業希望がない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上位７項目） 

  

32.0 

22.0 

18.0 

17.0 

16.0 

16.0 

14.0 

11.0 

8.0 

7.0 

7.0 

6.0 

6.0 

6.0 

5.0 

5.0 

4.0 

2.0 

1.0 

1.0 

1.0 

0.0 

26.0 

2.0 

0 10 20 30 40

出産・育児のため

結婚のため

職場の人間関係がよくないから

休暇が取れない・取りづらいため

給与に不満があるため

身体的な負担が大きいため

時間外勤務が多いため

責任の重さ･事故への不安があるため

通勤が困難なため

家族の健康問題・介護のため

雇用期間が満了するため

本人の健康問題のため

他分野（保育以外）への興味

保育の理念・方針が自分の考えと合わなかった

他施設への興味

保育士に抱いていた理想と現実が違っていた

保育士に向かないのではないかと感じたため

定年退職のため

進学のため

キャリアアップの機会がないため

保護者との関係が良くないため

教育・研修体制が充実していないため

その他

無回答

(MA%)
潜在保育士(n=100)

41.1 24.0 8.5 25.6 0.8 
潜在保育士

(n=129)

(%)
0 20 40 60 80 100

保育士として働きたい 保育士以外として働きたい

就業希望はない

未定 無回答

26.7 

16.0 

14.7 

13.3 

10.7 

8.0 

6.7 

6.7 

6.7 

6.7 

5.3 

5.3 

4.0 

4.0 

4.0 

4.0 

2.7 

2.7 

1.3 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

10.7 

2.7 

0 10 20 30

給料に不満

出産・子育て・家事・介護など家庭との両立が困難
（将来を含む）

（保育士以外の）他の職種への興味・関心

本人の健康面や体力面に不安がある

仕事量が多く、身体的な負担が大きい

自分の適性・能力への不安
（保育士に向かないと感じるため）

家族の健康問題や介護のため

急いで仕事に就く必要がない

勤務時間に不満

休暇が取れない・取りづらい

他施設への興味

時間外勤務が多い

責任の重さ･命を預かることへの不安がある

子どもを預けることができない

職場の人間関係がよくない

保育の理念・方針が自分の考えと合わないため

雇用形態に不満

保育士に抱いていた理想と現実が違っていた

自宅から遠い

キャリアアップの機会がないため

家族の理解が得られない

近い将来結婚、出産を控えている

進学のため

保護者との関係が良くない

教育・研修体制が充実していない

雇用期間が満了するため

定年退職のため

その他

無回答

(MA%)
潜在保育士(n=75)
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■保育士として働きたい方が職場を探す際に重視する条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■保育士として働きたい方が希望する雇用形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■再就職に際して最も不安に思うこと 

 

 

 

 

 

 

（上位５項目） 

 

  

23.6 

17.0 

17.9 

17.0 

7.5 

7.5 

9.4 

0 20 40 60 80

労働時間

雇用形態

勤務地・通勤時間

賃金

休暇の取りやすさ

保育方針

無回答

(%)

最も重視する項目

63.2 

54.7 

50.9 

49.1 

27.4 

15.1 

9.4 

020406080
(3LA%) 潜在保育士(n=106)

上位３項目

20.8 

16.0 

54.7 

1.9 

1.9 

0.9 

5.7 

0 20 40 60

正職員（短時間正職員を除く）

短時間正職員

パート・アルバイト

嘱託

派遣社員

その他

無回答

(MA%)
潜在保育士(n=106)

35.8 

17.0 

13.2 

10.4 

7.5 

3.8 

3.8 

3.8 

1.9 

1.9 

0.9 

0.9 

0.0 

0.0 

3.8 

0.0 

3.8 

0 10 20 30 40

家事・子育てと仕事の両立

職場の人間関係

給与や労働条件等、待遇面

体力的に仕事を続けられるか

命を預かること

家族の健康問題・介護への対応

最新の保育の知識・技術への対応

再就職者に対する教育・研修が受けられるか

時間外勤務への対応

保護者への対応

子どもとの関わり

配慮が必要な子どもへの対応

保育など育児支援が得られるか

クラス運営

その他

不安はない

無回答

(MA%)
潜在保育士(n=106)
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 7  やりがい、大切だと思うこと 

◆やりがい、大切だと思うこと 

●保育士として働くために重要だと思うことは、保育施設、現任保育士、潜在保育士とも、「子

どもへの愛情」が最も多く、次いで「職場の人間関係」となっている 

●保育士としてのやりがいは、「子どもの育ちに関わることができた」が最も多い 

 

■保育士として働くために重要だと思うこと 

（保育施設） 

■保育士として働くために重要だと思うこと 

（現任保育士） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上位７項目）                     （上位７項目） 

■保育士として働くために重要だと思うこと 

（潜在保育士） 

 

 

 

 

 

 

 

（上位７項目） 

 

■保育士としてのやりがい（現任保育士） 

 

 

 

 

 

 

 

                                （上位５項目）  

65.7 

58.8 

39.6 

35.5 

33.5 

33.5 

26.5 

24.9 

22.4 

18.8 

15.9 

14.7 

14.3 

13.9 

9.4 

8.2 

7.3 

6.1 

4.9 

3.7 

2.4 

2.4 

0.8 

6.9 

0 20 40 60 80

子どもへの愛情

職場の人間関係

仕事に対するやりがい

家族の協力

生計の見通しが立つ賃金

健康・体力

余裕のある人員

適性・能力

仕事の量

保育に関する知識

保護者との人間関係

プライベートとの両立

相談できる相手

子育て中の職員への配慮

上司の理解

職場への通勤のしやすさ

業務の効率化

保育の理念・方針

福利厚生

忍耐

キャリアについての展望

教育・研修の体制

パソコン等電子機器の操作技術

無回答

(5LA%)
施設(n=245)

75.1 

53.4 

40.6 

37.5 

32.2 

31.8 

30.8 

29.6 

20.6 

19.4 

19.3 

19.1 

15.9 

15.3 

10.7 

8.6 

7.4 

7.3 

6.1 

4.4 

2.7 

1.2 

0.9 

1.6 

0 20 40 60 80

子どもへの愛情

職場の人間関係

余裕のある人員

健康・体力

保育に関する知識

生計の見通しが立つ賃金

家族の協力

仕事に対するやりがい

保護者との人間関係

仕事の量

プライベートとの両立

適性・能力

上司の理解

相談できる相手

子育て中の職員への配慮

業務の効率化

保育の理念・方針

忍耐

福利厚生

職場への通勤のしやすさ

教育・研修の体制

キャリアについての展望

パソコン等電子機器の操作技術

無回答

(5LA%)
現任保育士(n=4,972)

65.9 

58.9 

45.7 

37.2 

27.1 

25.6 

24.8 

24.8 

22.5 

21.7 

18.6 

17.1 

16.3 

11.6 

11.6 

9.3 

9.3 

9.3 

5.4 

5.4 

4.7 

1.6 

0.0 

4.7 

0 20 40 60 80

子どもへの愛情

職場の人間関係

生計の見通しが立つ賃金

健康・体力

仕事に対するやりがい

家族の協力

余裕のある人員

子育て中の職員への配慮

適性・能力

仕事の量

職場への通勤のしやすさ

保育に関する知識

プライベートとの両立

保護者との人間関係

保育の理念・方針

上司の理解

福利厚生

忍耐

相談できる相手

業務の効率化

教育・研修の体制

キャリアについての展望

パソコン等電子機器の操作技術

無回答

(MA%)
潜在保育士(n=129)

87.4 

29.5 

26.2 

19.6 

17.8 

17.5 

1.6 

1.1 

2.3 

0 20 40 60 80 100

子どもの育ちに関わることができた

信頼できる仲間ができた

収入が得られている

社会の役に立っている

自分の子育ての役に立った

自己実現が得られている

その他

特にない

無回答

(MA%)

現任保育士(n=4,972)

w307755
長方形

w307755
長方形

w307755
テキストボックス
(3LA%)

w307755
テキストボックス
(5LA%)
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Ⅲ 調査結果の概要② 

＊４＋保育士養成施設調査  ＊５＋保育士養成施設学生調査 

 

 1  保育士養成施設調査の結果 

◆回答者の属性 

養成施設(n=5) 
  

(校) 

① 施設の所在市町 
大津市 東近江市 長浜市 

2 2 1 

② 施設の種別 
大学 短期大学 

  
2 3 

③ 修業年限 
４年制 ２年制 

  
2 3 

 

 

 

◆卒業生の就職先 

●卒業生の就職先の内訳については、県内に就職した学生は、「保育所等」への就職が６～７割

台、「一般企業等・その他」への就職が２～３割台となっている。県外に就職した学生は、「保

育所等」への就職が５割台、「一般企業等・その他」への就職が４割台となっている 

 

■H28～H30 年度の卒業生の就職先（実人数ベース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.3 

41.3 

50.0 

38.6 

47.2 

42.1 

12.1 

6.3 

14.1 

4.5 

16.9 

7.9 

4.6 

3.2 

6.3 

2.3 

6.9 

2.6 

0.4 

0.0 

0.5 

0.0 

2.0 

0.0 

5.4 

1.6 

6.3 

11.4 

5.6 

5.3 

36.3 

47.6 

22.8 

43.2 

21.4 

42.1 

平成28年度 県内

県外

平成29年度 県内

県外

平成30年度 県内

県外

(%)
0 20 40 60 80 100

保育所 認定こども園

幼稚園

地域型保育事業

その他の児童福祉施設等

一般企業等・その他



23 

 

◆学生が身につけるべき資質能力 

●保育士として身につけるべき資質能力は、「保育・教育への情熱」が最も多く、次いで「子ど

もへの愛情」「保育内容に関する専門的知識」が続く 

●保育士として働くために重要だと思うことは、「健康・体力」「適性・能力」が最も多い 

 

■保育士として身につけるべき資質能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上位６項目） 

■保育士として働くために重要だと思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上位７項目） 

  

4 

3 

3 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 1 2 3 4 5

保育・教育への情熱

子どもへの愛情

保育内容に関する専門的知識

子どもの思いや願いを的確にとらえる洞察力

自主的に行動できる力

思いやりの心

保育士・教諭としての使命感

子どもの成長・発達への理解

豊かな教養

クラス経営への実践力

保健衛生の専門的知識

豊かな創造力

報告・連絡・相談を実行する力

豊かな感性

クラス経営への知識

自分の行動への責任感

何でも挑戦する情熱

その他

無回答

(校)
養成施設(n=5)

4 

4 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 1 2 3 4 5

健康・体力

適性・能力

生計の見通しが立つ賃金

相談できる相手

仕事に対するやりがい

職場の人間関係

保育に関する知識

子どもへの愛情

家族の協力

仕事の量

福利厚生

保護者との人間関係

キャリアについての展望

業務の効率化

プライベートとの両立

上司の理解

余裕のある人員

子育て中の職員への配慮

教育・研修の体制

忍耐

パソコン等電子機器の操作技術

保育の理念・方針

職場への通勤のしやすさ

無回答

(校)

養成施設(n=5)
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◆保育士確保のための支援や制度 

●保育士を目指す学生が増えるような支援や制度については、「保育士の処遇改善（給与・職場

環境等）」が最も多い 

●保育士の安定的な確保のためにあればよい支援や制度については、「就職・復職に係る相談窓

口の設置」「保育士の処遇改善（給与・職場環境等）」が最も多い 

 

■保育士を目指す学生が増えるような支援や制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上位５項目） 

 

■保育士の安定的な確保のためにあればよい支援や制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上位７項目） 

 

 

  

5 

4 

4 

4 

3 

2 

2 

1 

0 

0 

2 

0 

0 

0 1 2 3 4 5

保育士の処遇改善（給与・職場環境等）

就職・復職に係る相談窓口の設置

地域の保育所等の情報を集約・発信する
窓口の設置

保育士の魅力を広めるイベントの開催

保育士を目指す学生向けの相談窓口

就業中の者が受けられる相談窓口の設置

就職・復職前研修の実施

保育士に関する法令等の最新情報を発信する
窓口の設置

最新の保育知識・技能等を学ぶ研修の開催

就業継続支援研修の開催

その他

特にない

無回答

(校)
養成施設(n=5)

4 

4 

3 

3 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

2 

0 

1 

0 1 2 3 4 5

就職・復職に係る相談窓口の設置

保育士の処遇改善（給与・職場環境等）

就業中の者が受けられる相談窓口の設置

就職・復職前研修の実施

保育士を目指す学生向けの相談窓口

地域の保育所等の情報を集約・発信する
窓口の設置

保育士の魅力を広めるイベントの開催

保育士に関する法令等の最新情報を発信する
窓口の設置

最新の保育知識・技能等を学ぶ研修の開催

就業継続支援研修の開催

その他

特にない

無回答

(校)

養成施設(n=5)
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 ２  保育士養成施設学生調査の結果 

 

◆回答者の属性 

●回答者の年齢は、「19歳」が最も多く、次いで「20 歳」が多い 

●性別は、「男性」が 13.9％、「女性」が 85.9％となっている 

●学年は、「１年生」が 43.8％で最も多く、次いで「２年生」が 40.0％となっている 

 

■年齢 

 

 

 

■性別 

 

 

 

■学年 

 

 

 

 

◆保育士としての就職希望 

●保育士として就職を希望するかについては、「はい」が82.5％、「いいえ」が16.7％となっている 

●保育士として就職を希望しない理由は、「他の職種への興味・関心」が最も多く、次いで「希

望の給料に合う施設がない」「自分の適性・能力への不安」が多い 

 

■保育士として就職を希望するか 

 

 

 

 

■保育士として就職を希望しない理由 

 

 

 

 

 

 

（上位７項目）  

13.9 85.9 0.2 
学生

(n=468)

(%)
0 20 40 60 80 100

男性 女性 無回答

43.8 40.0 7.9 8.1 0.2 
学生

(n=468)

(%)
0 20 40 60 80 100

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 無回答

82.5 16.7 0.9 
学生

(n=468)

(%)
0 20 40 60 80 100

はい いいえ 無回答

16.9 41.5 23.7 8.8 4.5 

3.2 

1.5 
学生

(n=468)

(%)
0 20 40 60 80 100

18歳 19歳 20歳 21歳
22歳 23歳以上

無回答

44.9 

32.1 

28.2 

24.4 

24.4 

23.1 

19.2 

17.9 

17.9 

16.7 

16.7 

11.5 

9.0 

6.4 

5.1 

2.6 

2.6 

2.6 

1.3 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

6.4 

2.6 

0 10 20 30 40 50

（保育士以外の）他の職種への興味・関心

希望の給料に合う施設がない（給料が生活維持に足りない）

自分の適性・能力への不安（保育士に向かないと感じるため）

休暇が取れない・取りづらい

職場の人間関係に不安がある

責任の重さ･命を預かることへの不安がある

仕事量が多く、身体的な負担が大きい

資格取得が目的で、はじめから保育士として働く意思はない

保育士に抱いていた理想と現実が違っていた

時間外勤務が多い

保護者との関係構築に不安がある

本人の健康面や体力面に不安がある

出産・子育て・家事・介護など家庭との両立が困難
（将来も含む）

急いで仕事に就く必要がない

進学のため

家族の健康問題や介護のため

近い将来結婚、出産を控えている

保育所の求人情報が得にくい

家族の理解が得られない

希望の雇用形態の施設がない

自宅に近い施設がない

希望の勤務時間の施設がない

子どもを預けることができない

その他

無回答

(MA%)学生(n=78)
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◆保育士を目指す学生の意識 

●保育士になることへの不安は、「保護者対応」が最も多く、次いで「職場の人間関係」「命を

預かること」が多い 

●保育士として働くために重要だと思うことは、「子どもへの愛情」が最も多く、次いで「保護

者との人間関係」「職場の人間関係」が多い 

●就職先を決める際に重視することは、上位３項目では「賃金」が最も多く、次いで「勤務地・

通勤時間」が多い。最も優先する条件では、「勤務地・通勤時間」が最も多い 

 

■保育士になることへの不安 

 

 

 

 

 

 

 

（上位７項目） 

■保育士として働くために重要だと思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

（上位７項目） 

 

■就職先を決める際に重視すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

76.9 

70.3 

60.9 

52.8 

49.4 

45.3 

43.2 

40.6 

39.5 

33.5 

31.0 

29.5 

16.9 

6.6 

0.4 

1.7 

0.6 

0 20 40 60 80

保護者対応

職場の人間関係

命を預かること

ピアノ、製作等

給与や労働条件等、待遇面

配慮が必要な子どもへの対応

保育実践

自分の保育の知識・技術

クラス運営

時間外勤務

子どもとの関わり

プライベートとの両立

自分の体力・意欲

教育・研修が受けられるか

その他

特にない

無回答

(MA%)
学生(n=468)

84.4 

50.2 

47.2 

32.1 

31.6 

31.6 

30.6 

22.4 

20.9 

19.9 

18.2 

17.3 

15.6 

15.2 

11.5 

11.5 

10.0 

9.0 

7.1 

5.3 

1.9 

1.5 

1.1 

0.4 

0 20 40 60 80 100

子どもへの愛情

保護者との人間関係

職場の人間関係

保育に関する知識

生計の見通しが立つ賃金

仕事に対するやりがい

健康・体力

相談できる相手

プライベートとの両立

余裕のある人員

適性・能力

仕事の量

福利厚生

忍耐

上司の理解

子育て中の職員への配慮

保育の理念・方針

職場への通勤のしやすさ

家族の協力

業務の効率化

教育・研修の体制

パソコン等電子機器の操作技術

キャリアについての展望

無回答

(5LA%)
学生(n=468)

75.6 

61.7 

49.5 

43.0 

38.6 

30.3 

0.0 

020406080

(3LA%)
学生(n=386)

上位３項目

28.0 

31.1 

6.7 

13.2 

17.6 

3.4 

0.0 

0 20 40 60 80

賃金

勤務地・通勤時間

労働時間

雇用形態

保育方針

休暇の取りやすさ

無回答

(%)

最も優先する条件（１番）
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◆保育士を目指す学生が増えるような支援や制度 

●保育士を目指す学生が増えるような支援や制度については、「保育士の処遇改善（給与・職場

環境等）」が最も多く、次いで「保育士を目指す学生向けの相談窓口」が多い 

 

■保育士を目指す学生が増えるような支援や制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上位７項目） 
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68.8 

34.6 

31.6 

18.2 

17.9 

16.7 

16.5 

12.8 

11.5 

7.5 

4.1 

4.1 

6.4 

0 20 40 60 80

保育士の処遇改善（給与・職場環境等）

保育士を目指す学生向けの相談窓口

保育士の魅力を広めるイベントの開催

就職・復職に係る相談窓口の設置

最新の保育知識・技能等を学ぶ研修の開催

就業中の者が受けられる相談窓口の設置

地域の保育所等の情報を集約・発信する窓口の設置

保育士に関する法令等の最新情報を発信する窓口の設置

就職・復職前研修の実施

就業継続支援研修の開催

その他

特にない

無回答

(MA%)

学生(n=468)




